
Ｍ
ｅ
ｎ
，ｓ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

料
理
初
心
者
の
男
性
向

け
に
料
理
の
基
礎
か
ら
は

じ
め
、
家
で
で
き
る
簡
単

な
料
理
を
作
り
ま
す
。
で

き
合
い
の
そ
う
菜
で
済
ま
せ
て
い
る
人

や
食
事
が
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が
ち

な
人
な
ど
、
栄
養
の
こ
と
を
学
び
な
が

ら
、
料
理
の
腕
を
み
が
き
ま
せ
ん
か
。

▽��
と
き　
11
月
９
日
木
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
男
性

▽�

定
員　
12
人

▽�

参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　

11
月
２
日
木
ま
で
に
、

2
次
元
コ
ー
ド
か

ら
。
ま
た
は
健
康
づ

く
り
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
３
）
へ

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　

芦
屋
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
郷
土

料
理
な
ど
を
中
心
と
し
た
調
理
実
習
を

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。

●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

健
康
・
子
育
て

♥育児相談
　【ほほえみ相談】 小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽  とき　11 月１日水・午前 10 時～正午
　※予約は町内に住んでいる人のみできます。
　【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談
　 ▽  とき　11 月 14 日火・午前 10 時～正午

　 ▽  持ってくるもの　あしやすくすくファイル、母子
健康手帳

　※町外の人も相談できます（予約不要）。
　【離乳食の日】栄養士による栄養指導と進め方相談
　 　11 月の相談日はありませんが、気になること

があれば、気軽に電話をしてください。

 　  ※次回は、12 月 12 日火です。

♥すくすく広場「どんぐり拾いと絵本」

　 ▽  とき　11 月２日木・午前 10 時～ 11 時
♥にこにこ絵本

　 ▽  とき　11 月６日月・午前 11 時～ 11 時 30 分
♥お譲り・交換会

　 ▽  とき　11 月６日月～ 11日土
　※ 家で使わなくなった洋服・おもちゃ・絵本など

を譲ったり交換したりしませんか。
♥親子教室「親子エアロビ」（10 組限定）

　 ▽  とき　11 月９日木・午前 10 時～ 11 時
　※ 11 月２日木から予約開始

　 ▽  持ってくるもの　汗拭き用タオル、飲み物
♥絵本タイム

　 ▽  とき　11 月 17 日金・午前 11 時～ 11 時 30 分

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽  とき　11 月 15 日水・午前 10 時～正午

▽  ところ　山鹿公民館
※ たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを

用意して待っています。

11 月の日曜開館日　５日・19 日

申し込みフォーム
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行
い
ま
す
。
年
齢
、

性
別
関
係
な
く
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
健
康
な
食
生

活
と
一
緒
に
、
芦
屋

の
食
文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
11
月
16
日
木
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
12
人

▽
参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　

11
月
９
日
木
ま
で
に
、

2
次
元
コ
ー
ド
か

ら
。
ま
た
は
健
康
づ

く
り
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
３
）
へ

私
も
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽�

と
き　
11
月
20
日
月
・

午
前
10
時
～
午
後
３

時
30
分
（
正
午
～
午

後
１
時
は
休
み
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
玄
関
前

▽�

内
容　
４
０
０
㎖
献
血

▽�

対
象　

男
性
17
～
69
歳
、
女
性
18
～

69
歳
で
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
。

た
だ
し
65
歳
以
上
の
献
血
は
、
60
～
64

歳
に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
み

※ 

献
血
可
能
日
を
献
血
カ
ー
ド
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
本
人
確
認
書
類

※ 

血
液
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
受
け

付
け
時
に
、
本
人
確
認
が
で
き
る
証

明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で

風
し
ん
抗
体
検
査
と
予
防
接
種

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
54
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、
今
ま
で
に
風

し
ん
の
定
期
予
防
接
種
の
機
会
が
な
く
、

抗
体
保
有
率
も
ほ
か
の
年
代
に
比
べ
て

低
い
た
め
、
抗
体
検
査
と
定
期
予
防
接

種
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▽�

接
種
の
流
れ

①
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
る

②�

抗
体
価
が
低
い
場
合
、
風
し
ん
予
防

接
種
を
受
け
る

※�

風
し
ん
予
防
接
種
の
際
に
は
、
抗
体
検
査

の
結
果
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を
受
け
る
に

は
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
で
す
。
対
象
者

に
は
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

▽�

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限　
令
和
６

年
３
月
31
日
日
（
過
去
に
配
布
し
た

ク
ー
ポ
ン
券
で
、
有
効
期
限
が
過
ぎ

た
も
の
も
、
こ
の
期
限
ま
で
有
効
）

※�

ク
ー
ポ
ン
券
が
な
い
人
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間

　

11
月
10
日
金
～
16
日
木
は
「
ア
ル
コ

ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。
節

度
あ
る
適
度
な
飲
酒
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
週
に
２
日
間
の
休
肝
日
を
入

れ
ま
し
ょ
う
。
適
度
な
飲
酒
量
の
目
安

は
、
ビ
ー
ル
で
５
０
０
㎖
、
日
本
酒
で

１
８
０
㎖
、
ワ
イ
ン
で
１
２
０
㎖
、
焼

酎
（
25
度
）
で
１
０
０
㎖
、
ハ
イ
ボ
ー

ル
（
７
％
）
で
３
５
０
㎖
で
す
。

　

ま
た
、
一
般
的
に
、
女
性
は
男
性
に

比
べ
て
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
速
度
が
遅
い

た
め
、
男
性
の
２
分
の
１
か
ら
３
分
の

２
程
度
の
飲
酒
が
適
当
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

糖
尿
病
の
話

　

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
か
、

予
防
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
保
健

師
・
栄
養
士
が
話
し
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
28
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
1
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

11
月
21
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
で
脳
を
活
発
に

認
知
症
予
防
教
室
の
参
加
者
募
集

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
身
近
な

病
気
で
、
症
状
が
出
る
前
か
ら
予
防
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
頭
と
体
を
同
時
に

使
っ
た
運
動
（
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）
で
脳

の
活
動
を
活
発
に
し
、
自
宅
で
も
継
続

で
き
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
１
日
・
８
日
・
15
日
（
全

３
回�

全
て
金
曜
日
）・
午
後
１
時
30

分
（
１
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

２
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

定
員　
15
人

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
11
月
１
日
水
～
24
日
金

に
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３

５
３
６
）
へ

申し込みフォーム
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ハ
ロ
ー
！
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る

た
め
の
教
室
で
す
。
子

育
て
の
こ
と
を
楽
し
く

勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
12
月
３
日
日
・
午
前
９
時
15

分
（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後

０
時
30
分
ご
ろ

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
の
話
、
風
呂
の
入
れ
方

（
実
習
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
パ
パ

の
妊
婦
体
験
、
栄
養
士
に
よ
る
妊
娠

中
の
栄
養
の
話

▽�

対
象　
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

母
子
健
康
手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具
、

バ
ス
タ
オ
ル

▽�

申
し
込
み　

11
月
30
日
木
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

か
ら
だ
、
ゲ
ン
キ
！
教
室

新
規
参
加
者
募
集（
初
年
度
無
料
）

　

最
近
、
健
診
結
果
や
お
な
か
ま
わ
り

が
気
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
週
に
１

回
で
も
運
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
人

は
い
ま
せ
ん
か
。
一
緒

に
楽
し
く
運
動
し
て
、
健

康
に
な
る
た
め
の
教
室
で

す
。
気
持
ち
よ
く
体
を
動

か
し
て
、
メ
タ
ボ
を
解
消

し
ま
し
ょ
う
！

▽�

と
き　
毎
週
月
曜
日
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分
（
祝
日
を
除
く
）

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館

▽�

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

▽�

対
象　
芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、
令
和
５
年
度
に
特
定
健
診
ま

た
は
若
者
健
診
を
受
診
す
る
人

※�
医
療
機
関
通
院
中
の
人
は
、
医
師
の

許
可
（
意
見
書
）
が
必
要
で
す
。

▽�

定
員　
20
人
程
度

▽�

参
加
費　
無
料
（
２
年
目
か
ら
は
有
料
）

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
が
で
き
る

服
装
、室
内
運
動
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、

飲
み
物

▽�

申
し
込
み　
健
康
づ
く
り
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の
人
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の
人
で
、
希

望
者
を
対
象
に
、
無
料
で
健
康
診
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

�

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
が
ん
感
染
症

疾
病
対
策
課
難
病
等
助
成
係（
☎〈
０

９
２
〉
６
４
３
‐
３
２
６
７
）

５
０
０
円
で
健
康
管
理

若
者
健
診
を
受
け
よ
う

　
「
ま
だ
若
い
か
ら
大

丈
夫
」
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
日
本
人
の
死

因
の
多
く
は
、
が
ん
、

心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど

の
生
活
習
慣
病
で
す
。

し
か
し
、
生
活
習
慣
病
は
ほ
と
ん
ど
自

覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
元
気
で
も
若

い
う
ち
か
ら
毎
年
健
診
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

▽�

対
象　
19
～
39
歳
で
、
職
場
な
ど
で

健
診
を
受
け
る
機
会
が
な
い
人

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
中
央
病
院
・
柿
木
医

院
・
須
子
医
院
・
聖
和
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

花
美
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク

▽�

健
診
料　
５
０
０
円

▽�

健
診
内
容　
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
身

体
測
定
、
診
察

※ 

11
月
26
日
日
は
、
芦
屋
中
央
病
院
で

子
宮
頸
が
ん
検
診
も
同
時
に
受
診
で

き
ま
す
。

▽�
持
っ
て
く
る
も
の　
受
診
券
（
水
色
の

は
が
き
）・
健
康
保
険
証
・
５
０
０
円

※ 

受
診
券
を
な
く
し
た
人
は
健
康
づ
く

り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
期
限　
令
和
６
年
３
月
31
日
日

ま
で

▽�

申
し
込
み　
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

芦
屋
中
央
病
院

は
２
次
元
コ
ー

ド
か
ら
も
予
約

で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

歯
科
健
診
・
健
康
診
査

1�

歯
科
健
診

　
口
く
う
機
能
低
下

や
肺
炎
な
ど
の
疾
病

を
予
防
す
る
た
め
、

歯
科
健
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に
受

診
券
を
送
っ
て
い
ま
す
。
受
診
券
を
持

っ
て
い
な
い
人
や
実
施
医
療
機
関
が
分

か
ら
な
い
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▽�

対
象　
昭
和
18
年
4
月
1
日
～
23
年

3
月
31
生
ま
れ
の
、
今
年
度
に
76
歳

～
80
歳
に
な
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
（
長
期
入
院
、
施
設

入
所
中
の
人
な
ど
を
除
く
）

▽�

受
診
期
限　
12
月
31
日
日
ま
で

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
受
診
券
、
保

険
証
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

自
己
負
担
金
３
０
０
円

�

2�

健
康
診
査

　

生
活
習
慣
病
の
重
症
化
や
フ
レ
イ
ル

の
予
防
な
ど
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
４
月 申し込みフォーム

健
康
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中
旬
～
５
月
上
旬
に
受
診
票
を
送
っ
て

い
ま
す
。
受
診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人

や
実
施
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
人
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者

▽�

受
診
期
限　
令
和
６
年
３
月
31
日
日

ま
で

▽�

受
診
方
法　
実
施
医
療
機
関
に
予
約

し
て
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
受
診
票
、
保

険
証
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

自
己
負
担
金
５
０
０
円

【
共
通
項
目
】

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
は
、

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導
入
し
て
い

る
健
診
実
施
医
療
機
関
に
限
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
‐
３

１
１
１
）

法
務
局
と
司
法
書
士
会
に
よ
る

相
続
セ
ミ
ナ
ー
・
無
料
相
談
会

　

令
和
６
年
4
月
か
ら
不
動
産
の
相
続

登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
県
内
一
斉
に

相
続
・
遺
言
に
関
し
て
①
法
務
局
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
、
②
司
法
書
士
会
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
18
日
土
・
①
午
後
１
時

～
１
時
30
分�

②
午
後
１
時
30
分
～
４

時
（
相
談
時
間
は
１
組
30
分
）

▽�

と
こ
ろ　
八
幡
東
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
（
八
幡
東
区
平
野
）

▽�

定
員　
①
１
５
０
人
（
予
約
優
先
）�

②

25
組
（
要
予
約
）

▽�

申
し
込
み　
11
月
２
日
木
～
17
日
金

に
福
岡
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

（
☎
〈
０
９
２
〉
７
２
１
‐
９
３
８
３
）

へ
（
定
員
に
達
し
次
第
終
了
）

人
権
生
活
相
談

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

11
月
９
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

◎�

11
月
30
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

福
岡
県
循
環
器
病
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
の
無
料
相
談

　

福
岡
県
内
に
住
ん
で
い
る
循
環
器
病

（
脳
卒
中
・
心
臓
病
な
ど
）
の
人
や
そ
の

家
族
を
対
象
に
、
無
料
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ
、
医
師
、

薬
剤
師
、
看
護
師
な
ど
が
連
携
し
て
対

応
し
ま
す
。

▽�

相
談
内
容　
生
活
上
の
注
意
点
、
療

養
場
所
、
後
遺
症
、
仕
事
と
治
療
の

両
立
な
ど

▽��

と
き　
毎
週
月
～
金

曜
日
（
祝
日
・
年
末

年
始
は
除
く
）
の
午

前
９
時
～
午
後
４
時

▽�

相
談
方
法　

電
話
、

対
面
、、
オ
ン
ラ
イ
ン

※�

電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▽�

相
談
窓
口　
独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
内
（
福

岡
市
中
央
区
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
〈
０
９
２
〉
８
３
６‐５
０
０
３
）

日
曜
労
働
相
談
会

　

福
岡
県
の
各
地
域
の
労
働
者
支
援
事

務
所
で
、
日
曜
労
働
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
、
相
談
内
容
に
よ

り
弁
護
士
と
連
携
し
ま
す
。

▽��

と
き　
11
月
19
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
６
時
（
受
け
付
け
は
５
時
30
分

ま
で
）

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
北
九
州
市
労
働
者

支
援
事
務
所
（
小
倉
北
区
浅
野
）

▽�

対
象　
労
働
者
ま
た
は
使
用
者

▽�

費
用　
無
料

▽�

相
談
方
法　
電
話
ま
た
は
面
談

※�

予
約
優
先
で
す
。
面
談
で
の
相
談
を

希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
北
九
州
市
労

働
者
支
援
事
務
所
（
☎
９
６
７
‐
３

９
４
５
）

マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北
九
州

職
業
訓
練
講
座
案
内

▽�

募
集
講
座　
①
二
級
建
築
士
・
学
科

②
Ｊ
ｗ-

ｃ
ａ
ｄ
基
礎
（
12
月
）

▽�

対
象　
①
10
人�

②
20
人

▽�

対
象　
①
受
講
希
望

者�

②
マ
ウ
ス
・
キ
ー

ボ
ー
ド
の
操
作
が
で

き
る
人

▽�

訓
練
期
間　
①
令
和

６
年
１
月
19
日
金
～
６
月
７
日
金（
お

お
む
ね
毎
週
火
・
金
曜
日
）
と
６
月

２
日
日
（
全
37
回
）�

②
12
月
４
日
月

～
令
和
６
年
３
月
14
日
木
（
お
お
む

ね
毎
週
月
・
木
曜
日
・
全
24
回
）

▽�

と
こ
ろ　
マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北

九
州
（
八
幡
東
区
大
蔵
）

▽�

受
講
料
（
教
材
費
・
消
費
税
込
み
）　

①
10
万
１
８
０
０
円�

②
４
万
９
８
０

０
円

▽�

問
い
合
わ
せ　
マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ

ー
北
九
州
（
☎
６
５
１
‐
３
７
７
５
）

相
談

・
募
集

ホームページ
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成
年
後
見
制
度
の

無
料
出
張
相
談
と
講
演
会

　

認
知
症
や
知
的
障
が

い
、
精
神
障
が
い
な
ど
の

理
由
で
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
は
、
生
活
費
の
管

理
が
う
ま
く
で
き
な
く
な

っ
た
り
、
悪
質
な
訪
問
販

売
で
必
要
の
な
い
物
を
買
わ
さ
れ
た
り
す

る
な
ど
の
問
題
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
成
年
後
見
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な

人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

【
無
料
出
張
相
談
】

　

北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
（
社
会
福
祉
士
な
ど
）
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
22
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

※�

１
人
１
時
間
以
内
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
遠

賀
町
大
字
今
古
賀
）

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
３
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
11
月
１
日
水
か
ら
遠
賀

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２

９
３
‐
１
２
９
３
）
へ

※�

２
カ
月
に
１
回
、
遠
賀
郡
３
町
で
出

張
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

※�

芦
屋
町
で
は
、
令
和
６
年
１
月
に
開

催
予
定
で
す
。

※�

開
催
日
時
な
ど
は
広
報
あ
し
や
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
講
演
会
】

～
知
っ
て
安
心
！
成
年
後
見
制
度
～

　

成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
た
生
活
の

イ
メ
ー
ジ
や
、
ど
ん
な
支
援
を
受
け
ら

れ
る
か
、
亡
く
な
っ
た
後
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
く
れ
る
か
な
ど
、
事
例
を

交
え
て
説
明
し
ま
す
。
成
年
後
見
制
度

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
疑
問
や
不

安
に
対
し
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

▽�
と
き　
11
月
29
日
水
・
午
前
11
時
～

正
午
（
10
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
遠

賀
町
大
字
今
古
賀
）

▽�

講
師　
北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長
（
弁
護
士
）、

社
会
福
祉
士

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
11
月
20
日
月
ま
で
に
芦

屋
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福

祉
課
内
☎
２
２
３
‐
３
５
８
１
）
へ

難
病
が
疑
わ
れ
る
人
の

相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す

　

難
病
の
疑
い
が
あ
り
な
が
ら
診
断
が

つ
い
て
い
な
い
患
者
に
、
早
期
に
適
切

な
診
断
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
専
門
医
の

い
る
医
療
機
関
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

▽��

と
き　

毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
は
除
く
）
の
午
前
10
時
～

午
後
4
時

▽�

と
こ
ろ　
九
州
大
学
病
院
内
未
診
断
・

未
指
定
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▽�

対
象　
福
岡
県
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

相
談
方
法　
電
話
ま
た
は
面
談

※�

面
談
の
場
合
は
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡

県
難
病
診
療
連
携
拠

点
病
院�

九
州
大
学
病
院
内�

未
診
断
・

未
指
定
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

〈
０
９
２
〉
６
４
２
‐
４
８
６
４
）

消
防
フ
ェ
ア
２
０
２
３
開
催

▽�

と
き　

11
月
11
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
郡
消
防
本
部
（
遠
賀
町

広
渡
）

▽�

内
容　

放
水
体
験
、
煙
体
験
、
は
し

ご
車
搭
乗
体
験
な
ど

※ 
天
候
な
ど
に
よ
る
開
催
の
可
否
は
、

当
日
午
前
８
時
に
遠
賀
郡
消
防
本
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀

郡
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
２
９
３
‐
８
１
２
５
）

相
談

広
告

広
告夢

を
カ
タ
チ
に
す
る
家
づ
く
り

注文住宅
リフォーム
のクレスト・ホーム

✆
北九州市小倉北区高浜

住宅防音工事も

お任せください

株式会社クレスト・ホーム

ホームページホームページ

お
知
ら
せ
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新
婚
世
帯
・
子
育
て
世
帯

民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
金
申
請

　

町
内
の
民
間
賃
貸

住
宅
に
居
住
す
る
新

婚
世
帯
や
、
町
外
か
ら

転
入
し
た
子
育
て
世

帯
に
、
最
大
72
万
円
を
商
工
会
商
品
券

で
交
付
し
ま
す
。

▽�

対
象
世
帯　
新
婚
世
帯
、
子
育
て
世
帯

※�

新
婚
世
帯
＝
婚
姻
届
出
日
の
夫
婦
の

合
計
年
齢
が
80
歳
未
満
の
夫
婦
を
含

む
世
帯
。
た
だ
し
、
最
初
の
補
助
金

の
交
付
申
請
日
が
、
婚
姻
届
出
日
か

ら
１
年
以
内
で
あ
る
こ
と

※�

子
育
て
世
帯
＝
転
入
時
点
で
、
６
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
を
含
む

世
帯

▽�

対
象
住
宅　
町
内
の
民
間
賃
貸
住
宅

※�

公
的
賃
貸
住
宅
、
社
宅
な
ど
の
給
与

住
宅
、
対
象
世
帯
の
親
族
が
所
有
す

る
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

▽��
対
象
要
件　
①
居
住
す
る
世
帯
全
員

の
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と�

②

自
治
区
に
加
入
し
て
い
る
こ
と�

③
申

請
者
が
住
む
た
め
に
、
建
物
所
有
者

と
賃
貸
借
契
約
を
し
て
、
家
賃
を
払

っ
て
い
る
こ
と�

④
生
活
保
護
な
ど
の

公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

▽��
対
象
期
間　
最
長
72
カ
月
（
６
年
間
）

▽��
交
付
額　
月
額
上
限
１
万
円

※�

芦
屋
町
商
工
会
商
品
券
で
補
助
年
度

分
を
一
括
交
付
し
ま
す
。

▽�
申
し
込
み　
11
月
24
日
金
・
午
後
5

時
ま
で
に
環
境
住
宅
課
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
類
は
、
環
境
住
宅
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
宅
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
４
０
）

性
的
少
数
者
の
人
権
に
係
る

事
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
で
あ
り
、
支
援
活

動
を
行
う
人
を
講
師
に
招
き
講
演
を
行

う
ほ
か
、
先
進
事
業
所
の
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
６
日
月
・
午
後
１
時
～

４
時

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
小
倉
総
合
庁
舎（
小

倉
北
区
城
内
）

▽�

対
象　
県
内
事
業
者

▽�

定
員　
80
人
程
度
（
事
前
申
し
込
み

先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
２
次

元
コ
ー
ド
か
ら

▽�

問
い
合
わ
せ　
福

岡
県
人
権
・
同
和
対
策
局
調
整
課
（
☎

〈
０
９
２
〉
６
４
３
‐
３
３
２
５
）

　現在は 24の自治区（正門町、正津ヶ浜、江川台は休止中）でサロン活動が行われており、
高齢者の皆さんが集まって体操や脳トレ、卓球、バレーなどのレクリエーションをを行って
います。
　皆さんで定期的に集まって体操や茶話などを行うことは、立派なサロンです。
　令和６年４月から開始する自治区を募集していますので、福祉課高齢者支援係に気軽に相
談してください。
　◇運営する人　高齢者の皆さん、地域に住んでいる人なら誰でも
　◇内容　簡単な体操など気軽にできること
　◇回数　月１回（２時間以上）から
　◇ところ　自治区の公民館など
　◇運営支援　町や社会福祉協議会による支援があります。
　◇�申し込み・問い合わせ　令和６年１月 10日水までに高齢者支援
係（☎２２３‐３５８１）へ申込書を提出してください。

◆�下記の自治区ではサロン活動が行われています。気軽に参加してください。
　�粟屋、大城、浜口、東町、高浜町、第３緑ヶ丘、第２緑ヶ丘、船頭町、中ノ浜、金屋、市場、浜崎、
幸町、白浜町、雁木、三軒屋、浦、柏原、はまゆう、大君、花美坂

あなたの地域でもはじめよう！地域交流サロン

町ホームページ申し込みフォーム

広報あしや　2023.11㉛



災
害
情
報
案
内
の
電
話
番
号
が

変
わ
り
ま
し
た

　

遠
賀
郡
内
で
発
生

し
て
い
る
災
害
情
報

（
火
災
な
ど
）
の
自

動
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
電

話
で
聞
く
こ
と
が
で

き
る
、
災
害
情
報
案
内
テ
レ
フ
ォ
ン
サ

ー
ビ
ス
『
テ
レ
ド
ー
ム
』
の
電
話
番
号

が
、
6
月
1
日
に
変
わ
り
ま
し
た
。

▽�

新
し
い
番
号　
☎
〈
０
５
７
０
〉
０

９
３
‐
１
１
９

※�

通
話
料
が
か
か
る
の
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
で
す
。

※�

始
め
に
通
話
料
の
案
内
が
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

�

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
郡
消
防
本
部�

総

務
課
（
☎
２
９
３
‐
８
１
２
３
）

ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
・

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
あ
り
ま
す

　

爽
や
か
な
秋
風
を

感
じ
な
が
ら
走
り
ま

せ
ん
か
。

●
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

▽�

と
き　

11
月
20
日

月
～
24
日
金
・
午
後
５
時
30
分
～
６

時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
祇
園
崎
運
動
広
場

●
第
58
回
芦
屋
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽�

と
き　
11
月
26
日
日
・
午
前
９
時
開

会
式
（
８
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）、

小
雨
決
行

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
海
浜
公
園
芝
生
広
場

わ
ん
ぱ
ー
く

▽�

種
目　

小
学
１
～
３
年
生
＝
１
㎞
、

４
～
６
年
生
＝
２
㎞
、
中
学
生
以
上
＝

３
㎞

▽�

表
彰
対
象　
事
前
に
申
し
込
ん
だ
町

内
在
住
者
の
う
ち
①
小
学
生
各
学
年
、

②
中
学
生
、
③
55
歳
未
満
、
④
55
歳

以
上
の
各
区
分
男
女
３
位
ま
で

※ 
町
外
者
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
（
オ

ー
プ
ン
参
加
）。

▽�

申
し
込
み　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
み
、

11
月
10
日
金
ま
で
に
、
芦
屋
町
体
育

協
会
（
☎
２
２
２
‐
０
１
８
８
）
へ

犬
の
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー

　

犬
の
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
で
困
っ
て
い
る

飼
い
主
の
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
で
す
。

▽�

と
き　

11
月
28
日
火
・

午
後
１
時
30
分
～
４
時
（
1
時
か
ら

受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
２
階
（
宗
像
市
東

郷
）
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
使
用
）

▽�

講
師　
福
岡
県
動
物
愛

護
推
進
員
（
ド
ッ
グ
ト

レ
ー
ナ
ー
）

▽��
定
員　
会
場
30
人�

オ
ン

ラ
イ
ン
50
人
（
事
前
申

し
込
み
先
着
順
）

▽
受
講
料　
無
料

▽�

申
し
込
み　
11
月
１

日
水
～
14
日
火
に
２

次
元
コ
ー
ド
か
ら

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課�

生
活
衛
生
係
（
☎
〈
０
９
４
０
〉
４

７
‐
０
３
４
４
）

町
の
花
壇
に
花
で
彩
り
を

花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
を
花
で
い
っ

ぱ
い
に
す
る
運
動

と
し
て
、
町
内
の

公
共
花
壇
に
秋
～

冬
の
時
期
に
合
わ

せ
た
花
（
キ
ン
セ
ン
カ
、
ビ
オ
ラ
）
を

植
え
ま
す
。
花
植
え
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

※
道
具
な
ど
は
役
場
で
用
意
し
ま
す
。

▽�
と
き　
11
月
25
日
土
・
午
前
８
時
15

分
か
ら
１
時
間
程
度

※�

雨
天
の
場
合
は
、
11
月
26
日
日
に
延

期
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
11
月
22
日
水
ま
で
に
環
境・

公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）
へ

広
告広報あしやに、広告を掲載しませんか

　「広報あしや」では、事業所や会社、店舗などの広
告を有料で掲載しています（制限事項あり）。
▷規格　白黒で１枠 87× 50㎜（この記事の枠内）
▷掲載料金　１枠 1万円で、２月以上掲載が条件
▷�申し込み　掲載希望号の２カ月前の
１日までに広報情報係（☎２２３‐
３５６９）へ申込書を提出

申し込みフォーム

お
知
ら
せ

広報あしや　2023.11芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ㉜



選べる出前講座 50 種類以上
　講座メニューの中から皆さんが聞きたい内容を選
んでください。町職員が話をお届けします。
▷�メニュー配布場所　役場 2 階企画政策課窓口、中

央・芦屋東・山鹿公民館、町民会館
▷�対象　原則として町内に在住、在勤す

る 5 人以上の団体やグループ
▷�申し込み　開催日の 20 日前までに広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）へ申込書を提出

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカードの
受け取りや申請ができない人のために、次の
日程で休日窓口を開設します。

▽ �とき　11 月 11 日土、26 日日・午前８時
30 分～正午

※ 急きょ中止になる場合は、ホ
ームページに掲載します。

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　 【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、

申請書貼付写真（ない場合は、申請時に無
料で撮影）、通知カード、本人確認書類、住
民基本台帳カード（持っている人のみ）

　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本
人確認書類、住民基本台帳カード（持って
いる人のみ）

※ 本人確認書類は、公的機関が
発行した免許証などの顔写真
付きは１点、健康保険証など
の顔写真がないものは２点必
要です。不明な場合は問い合
わせてください。

※手続きは本人のみできます。
※ 証明書の発行や転入・転出の異動の受け付

けなどは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マイナンバー休日
窓口ホームページ

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、
次の日程で夜間飛行訓練を行
います。
【ジェット機】

▽ �と き　11 月 27 日 月・28
日火の日没～午後９時ごろ（予備日＝ 29
日水・30 日木・12 月１日金）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合水・木・金が予備日です。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

芦屋町地震津波避難訓練
　芦屋町では、地震・津波の発生に備え、芦屋町地
震津波避難訓練を行います。
　この訓練は、防災情報の伝達確認、避難行動の
習得を目的として行われるもので、訓練当日は、
戸別受信機、防災行政無線と防災メールまもるく
んなどによる訓練情報の伝達を行います。
※実際の災害と間違えないよう、注意してください。

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

訓練情報の伝達
11 月 18 日土

・午前 9 時 30 分ごろ
・午前 9 時 35 分ごろ

・  戸別受信機の訓練放送
・  防災メールまもるくんの配信
・  防災行政無線の訓練放送

広報あしや　2023.11㉝

▷対象　町内の団体・企業、公共的団体など
▷注意　町が特定の個人、政党、宗教団体を支持し

ていると誤解が生じる場合や、雨天時の屋外では
使用できません。
▷ 申し込み　ホームペ

ージにある借用申請
書を提出

▷ 問い合わせ　広報情報係
　　　（☎２２３‐３５６９）

アッシー着ぐるみ無料貸し出し



みんなの 
ね・ん・き・ん

■１
い
1
い
月 3

みらい
0 日は「年金の日」です

　厚生労働省では「国民一人一人、『ねんきんネット』
などを活用しながら、高齢期の生活設計に思いを巡ら
す日」として 11月 30 日（いいみらい）を「年金の日」
としています。この機会に、「ねんきんネット」で自身
の年金記録や年金見込額を確認し、将来の生活設計を考
えてみませんか。
　「ねんきんネット」を利用すると、パソコンやスマー
トフォンでいつでも自分の年金記録を確認できるほか、
自身の年金記録からさまざまな条件を設定したうえで、
年金見込額を試算することもできます。また、マイナポ
ータルと連携して、学生納付特例などの電子
申請や、確定申告で利用可能な控除証明書な
どの電子データを取得できます。詳しくは、
日本年金機構のホームページで確認するか、
ねんきんダイヤルに問い合わせてください。
また、役場住民課にもパンフレットを設置しています。

▽ �問い合わせ　ねんきん定期便・ねんきんネット専用番号
（☎０５７０‐０５８‐５５５）

お
め
で
と
う　

二
十
歳
の
祭
典

　

～
二
十
歳
の
つ
ど
い
～

▽�

と
き　
令
和
６
年
１
月
７
日
日
・
午

後
３
時
か
ら
式
典
（
２
時
15
分
か
ら

受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館　
大
ホ
ー
ル

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
、
平
成

15
年
４
月
２
日
～
16
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人

※�

対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
送
っ
て
い

ま
す
。
同
封
の
は
が
き
で
出
欠
を
回

答
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
は
案
内
状
の
封
筒
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

※�

学
校
や
仕
事
の
都
合
で
町
外
に
住
ん

で
い
る
人
で
も
、
町
内
の
小
・
中
学

校
に
在
籍
し
て
い
た

人
は
参
加
で
き
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
電
話
、

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
６
）

お
知
ら
せ

消費者ホットニュース

＜事例１＞
　トイレの水の流れが悪くなった。ポスト
に入っていたマグネット式広告に無料点検
できると表示があり来てもらったが、次々
に工事が進められ、予想もしなかった高額
な費用（４０万円）を請求された。（70 歳
代 女性）
＜事例２＞
　トイレが詰まった。イン
ターネットで２４５０円か
ら工事ができると表示のあ
った事業者に来てもらった
ところ、薬剤をまいても改
善されず、便器を外した挙
句、新品のトイレに交換が

必要だと言われた。簡単な修理で済むと思
っていたが７０万円も支払った。（20 歳代 
女性）
＜アドバイス＞
■ 事業者の訪問を依頼する前に、費用や作

業内容などの契約条件をよく確認しまし
ょう。

■ 「行って見てみなければいくらかかるか
わからない」などと、一切目安
となる金額を教えてくれない事
業者に依頼することはやめまし
ょう。

■ 町内の指定工事店に依頼しましょう。

▽  問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（環境住宅課内☎２２３‐３５４３）

暮らしのレスキューサービスに関する悪質商法にご注意！

町ホームページ

町ホームページ

ホームページ

広報あしや　2023.11芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ㉞



芦
屋
東
公
民
館
講
座

「
小
筆
教
室
」　

　

小
筆
や
筆
ペ
ン
を
使
っ
て
、
年
賀
は

が
き
や
祝
儀
袋
な
ど
の
表
書
き
を
学
び

ま
す
。

▽��

と
き　
11
月
18
日
土
・
午
後
１
時
～

3
時

▽��

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

▽�

講
師　
徳
山�

忍
さ
ん

▽��

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤

務
し
て
い
る
人

▽����

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽��

参
加
費　
無
料

▽���

持
っ
て
く
る
も
の　
小
筆
ま
た
は
筆

ペ
ン（
硯す
ず
りは
、公
民
館
で
準
備
し
ま
す
）

▽���

申
し
込
み　

11
月
１
日
水
～
14
日
火
・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
、
芦
屋

東
公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
９
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座

心
に
響
く
モ
ン
ゴ
ル
の
風

　

モ
ン
ゴ
ル

の
民
族
楽
器

『
馬ば
と
う
き
ん

頭
琴
』
の

演
奏
と
、
自
然

や
文
化
の
紹
介

を
し
ま
す
。『
草
原
の
チ
ェ
ロ
』
と
も
呼

ば
れ
る
馬
頭
琴
の
力
強
く
も
優
し
い
音

色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
11
月
19
日
日
・
午
後
１
時
30

分
～
3
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
マ
ン
ダ
ル
ワ
さ
ん
（
馬
頭
琴

演
奏
家
）

▽
定
員　
80
人
（
事
前
申
し
込
み
優
先
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
11
月
１
日
水
か
ら
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民
館（
☎

２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

山
鹿
公
民
館
講
座

「
し
め
縄
づ
く
り
」　

　

お
し
ゃ
れ
な
素
材
を
使

っ
た
新
し
い
感
覚
の
し
め

縄
を
作
り
、
新
鮮
な
お
正

月
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

▽��

と
き　
12
月
13
日
水
・
午
前
10
時
～

正
午

▽��

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽�

講
師　
坂
元
貴
子
さ
ん

▽��

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤

務
し
て
い
る
人

▽����

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽��

参
加
費　
２
０
０
０
円

※�

参
加
費
は
12
月
３
日
日
ま
で
に
山
鹿

公
民
館
へ
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

12
月
６
日
水
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

返
金
で
き
な
い
の
で
、
材
料
ま
た
は

完
成
品
を
渡
し
ま
す
。

▽���

申
し
込
み　
11
月
１
日
水
～
30
日
木
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
山
鹿
公

民
館
（
☎
２
２
３
‐
１
８
９
２
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

❶�

文
化
祭
茶
会

　

秋
風
の
心
地
よ
い
季
節
に
、
文
化
祭

茶
会
を
行
い
ま
す
。

▽ 

と
き　
11
月
３
日
金
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時

▽ 

と
こ
ろ
・
内
容　
芦
屋
釜
の
里
大
茶

室
（
薄
茶
席・裏
千
家
）、立り
ゅ
う
れ
い礼席
（
煎

茶
席
・
小
笠
原
流
）

▽�

茶
券
代　
９
０
０
円
（
２
席
分
、
入

館
料
込
み
）

▽
主
催　
芦
屋
町
茶
道
協
会

❷�

秋し
ゅ
う
と
う燈
特
別
呈
茶

　

秋
の
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
抹
茶
を
一

服
い
か
が
で
す
か
。
夜
は
庭
園
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

▽��

と
き　
11
月
23
日
木
～
25
日
土
・
午

前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分
（
受

け
付
け
は
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

▽��

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※
お
点て

前ま
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
高
校
生
以
上
７
０
０
円
（
入

館
料
と
お
茶
代
）、
中
学
生
以
下
５
０

０
円
（
お
茶
代
）

❹�

ク
リ
ス
マ
ス
茶
会

　

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
ク
リ
ス
マ

ス
茶
会
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

▽��

と
き　
12
月
３
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
2
時
受
け
付
け

▽��

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
抹
茶
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
和
菓

子
に
よ
る
茶
会

▽�

参
加
費　
高
校
生
以
上
５
０
０
円（
入

館
料
と
お
茶
代
）、中
学
生
３
０
０
円
、

小
学
生
以
下
２
０
０
円
（
お
茶
代
）

❸
鋳
物
講
座
「
錫す
ず
の
古
印
作
り
」

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
錫
製
の

古
印
を
作
り
ま
す
（
桐き
り
ば
こ箱

付
き
）。

▽ 

と
き　
12
月
10
日
日
・
午

前
10
時
～
11
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里

▽�

対
象　
小
学
３
年
生
以
上
（
小
学
４

年
生
ま
で
保
護
者
同
伴
）

▽��
定
員　
10
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
高
校
生
以
上
１
３
０
０
円

（
入
館
料
込
み
）、
小
中
学
生
１
１
０

０
円

▽�

申
し
込
み　

11
月
26
日
日
～
12
月
３

日
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
芦
屋

釜
の
里
（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ

【
共
通
項
目
】

▽ 

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

※ 

令
和
５
年
度
は
、
県
の
事
業
に
よ
り

小
中
学
生
は
入
館
料
無
料
で
す
。
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11 月は、児童虐待防止推進月間です

たたかれていい
子どもなんて、
いないんだよ。

■児童虐待とは

■虐待かもと思ったら へ連絡をお願いします
　〈児童相談所虐待対応ダイヤル〉
　全国共通・通話料無料・24 時間受け付け
⃝ 通告・相談は匿名で行うこともでき、通告・相談をした人、その内容に関する秘密は守られます。
⃝ 結果として虐待でなかったとしても、通告・相談をした人が責められることはありません。

 　
■子どもの権利
　 　子どもの権利条約は世界中のすべての子どもが、健やかに成長できるようにと、国際連合という会議でつく

られ、日本もこの条約を守ることを約束しています。この権利条約は、大きく分けて４つの子どもの権利を守
るように定めています。大人はみんな、これらの子どもの権利を守らなければなりません。

 　

■こども基本法
　 　こども基本法は、日本国憲法と子どもの権利条約の精神にのっとり、全ての子どもが、将来にわたって幸福

な生活を送ることができる社会の実現を目指し、子ども政策を総合的に推進することを目的とし、令和５年４
月に施行されました。日本で初めて子どもの権利を包括的に明記するなど、子どもの権利保障を進展させる上
で、極めて大きな意義を持つ法律です。

●身体的虐待
　�殴る、蹴る、たたく、激

しくゆさぶる、やけどを
負 わ せ る、
溺れさせる
など

●性的虐待
　�子どもへの性的行為、

性的行為を見せる、性
器を触るまたは触らせ
るなど

●ネグレクト
　�家に閉じ込める、食事

を与えない、ひどく不
潔にする、自動車の中
に放置する、重い病気
になっても
病院に連れ
て行かない
など

●心理的虐待
　�言 葉 に よ る 脅 し、 無

視、きょうだい間で差
別的扱い、子どもの目
の前で家族に対して暴
力をふる
う（ＤＶ）
など

　児童虐待に関する相談対応件数は依然
として増加しています。特に子どもの生
命が奪われるなど重大な事件も跡を絶た
ず、児童虐待問題は社会全体で解決すべ
き重要な課題となっています。
　こうした状況を踏まえ、11 月を児童
虐待防止推進月間と位置付けています。

◉子どもの生命にかかわるとき、緊急性が高いときは 110番へ

●生きる権利
　�食べ物や着る物に困ら

ず健康に育てられる、
命を守ってもらえる

●育つ権利
　�いっぱい遊んだり、

勉強したりして、自
分の力をのばす

●守られる権利
　 あらゆる暴力や、ひど

いことから守られる

●参加する権利
　 自分の意見や気持ち

を伝える、話を聞い
てもらえる

■子どもの皆さんへ
　 　たとえ親であっても、子どもの権利を侵害する行

為は許されません。ひとりで抱え込まずに、まずは
周りの信頼できる大人に相談しましょう。両親や先
生、友だちに相談しにくい、言いにくいと思うとき
は、子ども家庭総合支援拠点に相談してください。

　■大人の皆さんへ
　 　子育てのことで困っていることを、一緒に考えて

くれる人がいると解決できることもあります。少し
でも困っていることがあれば、子ども家庭総合支援
拠点に相談してください。

▷ 子ども家庭総合支援拠点（子育て支援係）　☎２２３‐３５７７

㊱

☎ 電話番号＝【１
い ち は や く

８９】
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ミ
シ
ン
と
洋
服

　
温
か
さ
と
思
い
出
と
①

　
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
の
新
聞
連
載

漫
画
に
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
家
計
の
足
し
に
と「
洋
裁
お
仕
立
て
致

し
ま
す
」の
看
板
を
だ
す
主
人
公
。
早
速

訪
ね
て
く
る
客
と
思
し
き
声
。調
子
よ
く

訪
問
客
に
対
し
「
大
繁
盛
で
…
」
と
伝
え

る
も
、客
は
「
税
務
署
の
も
の
で
…
」
と

冷
や
水
を
浴
び
せ
ら
れ
る
展
開
。

　
つ
ま
り
、税
務
署
が
訪
ね
て
く
る
く
ら

い
、洋
裁
は
仕
立
て
代
を
堂
々
と
請
求
で

き
る
技
能
で
あ
り
、女
性
の
社
会
進
出
の

枠
が
狭
か
っ
た
当
時
、家
計
に
大
き
く
寄

与
で
き
る
内
職
だ
っ
た
の
で
す
。

　
戦
前
の
１
９
２
０
、３
０
年
代
に
洋
服

を
着
て
い
た
女
性
は
ご
く
一
部
で
し
た

が
、
戦
中
に
は
、
国
民
服
や
標
準
服
と
呼

ば
れ
る
服
を
着
る
こ
と
が
政
府
か
ら
強

く
奨
励
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、実
際
に
女
性

の
目
線
で
普
及
し
た
の
は
モ
ン
ペ
で
、み

ん
な
自
前
で
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
戦
後
に
な
る
と
布
地
の
極
端

な
不
足
と
あ
い
ま
っ
て
、
欧
米
、
と
く
に

ア
メ
リ
カ
の
文
化
が
日
本
に
入
っ
て
き

て
、
空
前
の
洋
裁
ブ
ー
ム
が
訪
れ
ま
す
。

　
当
時
は
、女
性
の
半
分
く
ら
い
は
洋
裁

を
や
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

ほ
ど
、洋
裁
学
校
が
次
々
に
で
き
て
大
人

気
と
な
り
ま
し
た
。容
易
に
仕
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
直
線
断
ち
か
ら
お
し
ゃ
れ

な
服
の
パ
タ
ー
ン
ま
で
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
、
人
気
記
事
と
な
り
、
や
が
て
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
を
巻
き
込
み
「
洋
裁
文
化
」
を

形
成
し
ま
し
た
。

　
「
洋
裁
文
化
と
は
、
洋
服
を
つ
く
る
こ

と
を
中
心
に
し
て
学
校
、
雑
誌
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
、
洋
裁

店
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
と
い
っ
た

様
々
な
事
象
か
ら
形
成
さ
れ
た
、大
衆
を

主
役
と
し
た
生
産
と
消
費
の
文
化
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
文
化
は
、１
９
４
０
年

代
の
後
半
か
ら
１
９
６
０
年
代
の
半
ば

に
か
け
て
、昭
和
で
い
え
ば
20
年
代
と
30

年
代
の
昭
和
中
期
に
か
け
て
形
成
さ
れ
、

消
滅
し
て
い
っ
た
」と
物
質
文
化
史
の
専

門
家
で
武
庫
川
女
子
大
学
井
上
准
教
授

は
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
で
、大
衆

の
日
常
着
が
和
装
か
ら
洋
装
へ
と
切
り

替
わ
っ
て
い
く
の
と
共
に
花
開
い
た「
洋

裁
文
化
」。
技
術
が
な
く
て
も
作
れ
る
服

か
ら
最
新
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
情
報
を
伝

え
る
雑
誌
の
歩
み
、ミ
シ
ン
の
普
及
と
洋

裁
学
校
の
隆
盛
、身
近
な
服
飾
の
変
遷
な

ど
か
ら
、近
年
の
ア
パ
レ
ル
産
業
の
下
地

と
な
っ
た
文
化
の
実
態
を
、身
近
な
歴
史

と
し
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

 
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

特
別
展
「
ミ
シ
ン
と
洋
服
（
温
か

さ
と
思
い
出
と
）」
開
催
告
知

▽�

と
き　
令
和
６
年
２
月
６
日
火

～
５
月
６
日
月

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
歴
史
の
里

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
三
十

▽

『
暮
ら
し
の
手
帖
』
の
洋
裁
関
連
紙
面
よ
り

▼
敬
老
会
の
漫
談
で
「
男
の
人
が
最

後
ま
で
覚
え
て
い
る
の
は
奥
さ
ん
の

名
前
。
女
の
人
は
へ
そ
く
り
の
隠
し

場
所
」
な
ど
と
話
し
て
い
た
の
が
、と

て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
皆
さ
ん
は
、

自
分
が
人
生
の
最
後
に
覚
え
て
い
る

の
は
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
。
私
は
、

息
子
と
娘
の
名
前
だ
と
思
い
ま
す
。で

も
き
っ
と
頭
の
中
の
姿
は
小
さ
い
頃

の
ま
ま
で
、間
違
っ
て
孫
に
向
か
っ
て

呼
び
か
け
て
い
る
か
も
。ま
だ
下
の
子

が
1
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、今
の
最

高
に
可
愛
い
姿
を
少
し
で
も
多
く
記

憶
に
焼
き
つ
け
た
い
で
す
。 

（
野
中
）

▼【
広
報
あ
し
や
卒
業
】私
が
こ
の
編

集
後
記
を
書
く
最
後
の
時
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
と
う
と
う
卒
業
で
す（
良

い
言
い
方
）。
11
年
７
カ
月
と
い
う
時

間
を
広
報
あ
し
や
に
携
わ
ら
せ
て
も

ら
え
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
取
材
で
は
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。
年
ご
と
に
成
長
し
て

い
く
子
ど
も
た
ち
や
変
わ
ら
ず
元
気

な
大
人
の
皆
さ
ん
に
、
い
つ
も
幸
せ

を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
に
か

く
書
き
尽
く
せ
な
い
青
春
の
思
い
出

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。寄よ

そ
も
ん
添
者
だ
っ
た
私

も
、
今
で
は
町
の
こ
と
を
た
く
さ
ん

知
り
、
大
好
き
に
な
っ
た
の
で
、
今

後
も
町
中
で
お
会
い
す
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す（
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。
そ
の
と
き
は

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。 

（
鍬く
わ
も
り守）

編

集
後
記
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